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◆平成23年度◆　研究成果報告（抄）
助成金額（総額100万円)

環境分野研究奨励助成金制度の採択研究一覧環境分野研究奨励助成金制度の採択研究一覧キャンパスがまるごと環境博物館！キャンパスがまるごと環境博物館！
優れた環境保全の
研究に対して、
助成金を支給。

自然豊かなキャンパスで実現する、
体感による環境教育。

教職員、学生、学外者の枠を超えた共同研究体制として、父母の会である後援
会のご支援により設置された「環境分野研究奨励助成金制度」は、11年目を
迎えました。この間65テーマの研究が取組まれ、学会への発表など社会への
発信、環境管理活動への反映等々、着実に成果を収めています。平成23年度
採択研究の成果報告と、平成24年度採択テーマをお知らせします。

キャンパスのエコ・ミュージアム化の推進。これは、環境施設や研究成果など
の環境へ及ぼす影響が目に見えるキャンパスを創造し、そこから体感による環
境への理解、意識の向上を推し進めようというものです。自然豊かなキャンパ
スで、より親しみやすい環境教育が実現します。

●研究期間  平成24.7～平成25.6
●研究代表者　情報工学科准教授
　　　　　　　高瀬　浩史

タブレット端末と無線センサネットワーク
を用いた屋内環境計測システムの開発

●研究期間  
   平成24.8～
               平成25.3
●研究代表者　
   情報工学科講師
　勝間田　仁

モバイルAR技術を
利用したエコミュー
ジアムガイドシステム
の開発

●研究期間  平成24.7～平成25.1
●研究代表者　機械工学科教授
　　　　　　　神　雅彦

故郷福島への環境貢献
超音波除染システムの開発と実践

●研究期間  平成24.8～平成25.9
●研究代表者　電気電子工学科助教
　　　　　　　木村　貴幸

太陽光発電における高効率最大電力
追尾制御手法の開発

●研究期間  平成24.8～平成25.7
●研究代表者　創造システム工学科
　　　　　　　准教授　樋口　勝

水圧駆動除染ロボットの開発
 写真1. 太陽電池電
　　　極作製の様子
※写真は、電極に酸化
　チタンを焼き付けて
　いるところ。

 　写真2. 
オープンキャンパス
での 体験プログラム
の様子

図2　温度・湿度測定システム

▲

▲

●研究期間  平成23.9～平成24.6
●研究代表者　創造システム工学科准教授　佐野　健一
　「生物をまねて創る」をコンセプトに、“植物の光合成”に例えられる酸
化チタン色素増感太陽電池を、“貝殻”の作り方をまねて製作すること
に、約10名の学生と取り組みました。特に、太陽電池の電極を生き物と
同じように、常温・常圧・中性水溶液中で作製することで、電極製造にお
ける環境負荷の低減を目指しました。参加した学生には、色素増感太陽
電池の開発・製造とその機能評価を通して、太陽電池が共通に抱える
環境負荷の高い資源利用といった問題について、工学的な解決法を提
案してもらいました。
　また、当初の計画には無かったことですが、色素増感太陽電池の製作
に取り組んだ学生からの提案で、本学のオープンキャンパスにおいて、
高校生向けの色素増感太陽電池製作体験プログラムが作られました。
太陽電池製作体験は、回を重ね50名以上の高校生に体験してもらうこ

とができました。この取
り組みは、参加した学生
の環境への意識の高ま
りが、当初の予想をこえ
て成長した成果であると
考えています。

生物的プロセスによる色素増感太陽電池の作製法の開発　

●研究期間　平成23.８～平成24.9
●研究代表者　ものづくり環境学科教授
　　　　　　　八木田　浩史

　大学における節電に対する情報公開と、実際の消費電力削
減率を比較・考察した。日本工業大学、獨協大学、中央大学、
前橋工科大学、東京大学工学部２号館を対象として、節電公
開得点表により節電に関する情報公開度を比較したところ、
東京大学工学部２号館が34点と最も高く、日本工業大学宮
代キャンパスは３点で最も低かった。日本工業大学は節電取
り組みに関して情報公開度は必ずしも高いとは言えなかっ
たが、宮代キャンパスの電力消費電力削減率は33%と、他
大学と比べて相対的に高い水準にあることを確認した。
　また埼玉県上尾市に位置する尾山台団地を対象として、
住民の協力のもと50軒の高齢者世帯の代表的な家電（エ
アコン、テレビ、冷蔵庫）の電力消費量を計測・解析した。同
時にアンケート調査も行い、意識と行動の関係についても
比較した。なお「尾山台団地での節電取り組みに関しては、
NHKテレビ「ゆうどきネットワーク」でも学生の協力による
節電取り組みとして取りあげられた。

　遮熱性舗装は、舗装の表面に遮熱コート材を塗
布して日射の反射率を高くすることにより、日中の
路面温度をおさえる技術です。実用的で即効性の
あるヒートアイランド対策として注目されています。
遮熱コート材には、目に見えない近赤外線を高反
射する特殊な材料が配合されています。路面を白
くすれば反射率は高くなりますが、路面標識が見え
なかったりまぶしかったりして一般車道では使えま
せん。そこで、舗装の色を決めている可視域（人の
目で感じる波長域）の反射率は変えないで、目では
感じられない近赤外域の反射率だけを高くしてい

学内の省エネ（節電）の対策とその効果の見える化
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（定量化）

●研究期間  平成23.8～平成24.7
●研究代表者　電気電子工学科准教授　平栗　健史

　平成11年の東日本震災により電力供給不足が
懸念されている。夏の冷房機器停止や温度調整に
より節電対策が実施されているが、広域で多くの建
物がある大学キャンパスなどでの温度・湿度情報を
収集し、管理を行うことは難しい。本研究開発では、
図1に示すような学内の既存無線LANネットワーク
と温度・湿度センサを利用し、広域な学内キャンパ
スの温度・湿度情報をリアルタイムに簡易に収集で
き、収集したデータを元に最適な温度設定の指標が
導ける温度・湿度管理システム試作機を構築した。

　　無線LANネットワークおよびセンサ機器を
用いた温度・湿度管理システムの研究開発

●研究期間  平成23.9～平成24.6
●研究代表者　共通教育系講師　梅谷　篤史

　本研究では、平成23年3月の福島原発事故により、東北・関東を中
心に放射線量と放射線が環境に与える影響について関心が高まって
いることを受けて、日本工業大学構内及び周辺地域の放射線量を測
定し、マッピングを行った。測定には、株式会社テクノエーピー社
TA100U、クリアパルス株式会社A2700型Mr. Gamma、日立アロ
カメディカル株式会社TCS172を用いた。
　マッピングは、大学構内にて学生、教職員が頻繁に通行する場所を選
んで行った測定結果に対して行った。この測定は、平成23年11月17
日に研究チームの参加者と行ったものである。図中の数値は、各地点
で地面からの高さ100 cmの位置に測定器を固定し、1分間かけて測定
を行った結果である。今回の測定結果では、一番高いところで0.11μ
Sv/h、一番低いところで0.06μSv/hであり、自然放射線量の日本平均
である0.16μSv/h（年間1.4 mSv）を下回っていることが確認された。

大学構内及び周辺地域の放射線量マッピング

●研究期間  平成23.4～平成24.3
●研究代表者　機械工学科准教授　
　　　　　　　野口　裕之

　原子力発電はCO2を全く排出せずに大量の電力
を安定して供給することができるが放射線の慎重な
管理が必要である。そのため今回起きた地震で人体
に悪影響を与える放射線が大量に漏れ、今も危険視
され続けている。
　そんな中、自然エネルギーの一つである、安全で
環境に優しい太陽光発電に注目した。本研究では
ソーラーパネルで発電した電気をバッテリーに蓄電
する独立型太陽光発電装置を製作した。ソーラーパ
ネルは元機械工学科 酒井茂紀教授の遺産である
ソーラーパネル（製造から24年が経過）10枚（約5

独立型ソーラー発電装置の製作

温度・湿度管理システムには，簡易に構築、測定する
ことを目的としたため、図2に示すように温度・湿度
測定システムはUSBモジュールとUSBデバイス
サーバ、Wi-Fiコンバータを用いた。温度・湿度測定
システムにより測定したデータは学内LANを通して
管理サーバへ送信され、データの管理を行う。そし
て、実際に構築した温度・湿度管理システムを用い
て、学内キャンパスでのトライアル実験を行い、本シ
ステムの性能と有効性を確認した。

◆平成24年度◆　
環境分野研究奨励助成金採択研究テーマ

（総額100万円)

㎡）を野口が受け継いでおり、そのソーラーパネルを
有効活用する。
　さらに、蓄電した自動車バッテリーの電気をイン
バーターにより交流100ボルトに変換し、家電製品
を稼働できるようにした。
　独立型の太陽光発電装置の製作として、一般家庭
のソーラーパネルの設置面積（平均30 ㎡）の1/15
である２㎡と小規模の発電装置となるが，２㎡のソー
ラーパネルでも、2時間の充電を2回（2個のバッテ
リーに充電：4時間）行うことで、お米4合を炊くこと
ができることが判明した。

図1　ネットワーク
　　　構築イメージ

ECO MUSEUM
近赤外線を選択反射してヒートアイランドを防ぐ。

電柱はどこ？ラインの地下埋設で環境対策と安全確保。

実用電力としてキャンパスの
省エネ化を実現　総発電電力量523kw。

可視画像 赤外画像

遮熱性舗装の断面

　平成12年稼動の太陽光発電システム313ｋW（本館屋上）に
加えて、平成22年3月に150kW（E1棟屋上）さらに平成24年
2月には60kW（11号館屋上）
を増設（共に「文科省エコキャ
ンパス推進事業」補助金）する
ことで総合発電電力523kW
となり、大学関連では国内最
大級を誇るシステムです。
　太陽光発電システムによる
総発電電力量はキャンパスで
使用する電力量の約6％に
あたり、地球温暖化排出ガス
削減に大きな効果を上げて
います。

設置・場所：1995（平成7）年・地下ピット
環境対策：樹木の生育障害除去、キャンパスのインフラストラクチャの整備、　
　　　 　　美観の改善
安全確保：自然災害などによる被害の防止、露出配線による危険の除去

　かつては電柱が学内に林立し、電力線や電話線
などが空中に配線されていた（ユーティリティライ
ンと呼ぶこともある）。環境対策・安全確保の観点
から、おおもとの引き込み線を除く全ての電
柱が撤去され、地下に埋設。学内の屋根付歩道の
下には6,600ボルトの電圧で300
アンペア以上のも電流を
流す、大人の腕より太い
エネルギーラインが
隠されており、学内で
使用する電力のほとんどがここから供給。
平行して情報ラインも埋設しています。

遮 熱 性 舗 装

エネルギーライン

太陽光発電システム

ソーラーチューブ

ます。このため、見た目の色は自由に選択が可能で
す。日射エネルギーのほぼ半分は近赤外線が占め
るのでこれだけで大きな効果があります。また、路
面温度が下がって日中の温熱環境が改善されるだ
けではなく、地盤への蓄熱量が減るので夜間の熱
放射が抑えられて熱帯夜の解消効果も期待できま
す。このような遮熱性塗料は、路面だけではなく建
物の屋上面にも利用されています。特に、工場や倉
庫など断熱をしていない屋根面への適用は、建物
内部の温熱環境を大幅に改善し、冷房エネルギー
の削減に大きな効果を発揮します。



環境関連情報の発信と啓発
～環境教育シンポジウム～

日本工業大学特別環境講演会 （環境教育検討部会　企画）

※工学の視点から環境問題に真剣に取り組む大学、「環境」が学べる大学として高い評価を得ている本学は、
　教育理念の一つである「環境・共生社会への貢献」を実現できる技術者の育成を目指している。

◎佐藤　茂夫 氏 

◎日本工業大学　ものづくり環境学科教授

■司会：佐藤　杉弥氏（共通教育系准教授、環境教育検討部会長）

■日時：2013年1月19日（土）15：00～17：00

■場所：日本工業大学学友会館ホール

「宮代町のごみ問題　
　　　　　～その歴史と課題～」

　平成24年10月23日エコ大学ランキングの表彰式が地球環境パートナーシィププラザ
（GECO）国連ビル内において、表彰を受けた各大学の学長や学生代表が出席し、各報道機関
の同席のもと開催された。総合第１位（2位フェリス女学院・3位東京大学）の本学は柳澤副理
事長をはじめ、藤田総務部長そして、学生環境推進委員会の籾山・久保塚正副委員長も出席
し、私立大学では初めてとなる栄誉ある賞の授与を受けた。
　この受賞の背景には、本学が従来から取り組んでいる環境活動をはじめ、3.11東日本大震
災以降に取り組んだ更なる省エネルギー活動や、日頃学生が主体となって活動している地域
連携などが、外部から高い評価を得た結果である。　
　また、ISO14001活動の成果と捉え、今後さらに学生への環境教育を中心とし、１人でも多
くの環境マインドを持った学生を社会へ送り出せるよう環境活動に取組んでいく。
｢エコ大学ランキングとは｣
　全国781校の大学を対象にNPO法人エコ・リーグがアンケート調査を実施。回答のあった
184校の中から地球温暖化対策、環境教育・学生環境活動などをランク付したものです。

「第４回エコ大学ランキング」で全国総合第1位受賞
～第2回：私立大学部門第1位を受賞、今回は全国総合で1位にランキングされました～

CO₂削減、自然エネルギー導入などで高い評価
・総合部門

・私立大学部門
・小規模大学部門
・自然 エネルギー導入率部門

第 1位

第 1位
第 1位
第 2位

・エネルギー･CO₂部門
・CO₂排出量削減率部門
・環境対策実施状況部門

第 2位
第 3位
第 5位

表彰式　（左）フェリス女学院大学、（中央）日本工業大学、（右）東京大学　　　2012年10月23日

委員長　トロフィー授与

表彰式後の学生環境推進委員会
(右 )籾山委員長(左)久保塚副委員長 学内の各所に置かれた

三角形の記念リーフレット

●第4回エコ大学ランキング　総合順位
1.日本工業大学 (宮代キャンパス)※私立　総合得点704.3点
2.フェリス女学院大学(緑園キャンパス)※私立　総合得点678.9点
3.東京大学※国立　総合得点548.9点
4.千葉大学※国立　総合得点634.1点
5.成蹊大学※私立　総合得点630.6点



環境方針
　

　日本工業大学は、地球環境の保全が人類全体の最重要課題であることを強く認識するとともに、キャンパス内のすべての活動が環境と
調和するように十分配慮して環境マネジメントシステムの構築をはかり、次の活動を積極的に推進します。　

1． 本学のすべての活動において、環境に及ぼす影響を常に認識し、環境汚染予防を徹底するとともに、環境マネジメントシステムの定期的
　　な見直しをはかり継続的改善を推進します。
2． 本学のすべての活動において、関連する法規制及びその他本学が同意した要求事項を順守します。
3． 本学のすべての活動において、以下の環境目的・目標を設定し、誠意をもって取り組みます。
　（１）本学の標榜する「ものづくりの技術」と「環境マインド」を兼ね備えた学生を育成し、さらに環境共生技術に関する研究の進展をはかること。
　（２）本学の教育・研究活動成果を公開講座、シンポジウムなどを通じて広く地域社会にも開放し、環境共生意識の啓発・普及をはかること。
　（３）本学の環境負荷低減についての研究成果を、可能な限り自らの環境管理活動において実践し、環境マネジメントシステムへの反映をはか
　　　ること。
　（４）省資源・省エネルギー施策の展開、廃棄物の削減・適正管理、化学物質の適正管理、キャンパス緑化の推進向上などに積極的に取り組み
　　　「クリーン・グリーン＆エコキャンパス」の一層の推進をはかること。
　（５）本学が購入する物品について、グリーン調達の推進をはかること。
4． この環境方針を達成するため、全教職員、学生及び学内関連機関が一致協力して環境保全活動を推進します。
平成17年10月1日

学校法人 日本工業大学　理事長　大川陽康

環境方針は2000年10月に制定され、2004年版への移行を機に2005年10月1日に一部改訂を行ない、
本学の環境側面に適用される全ての法規制等を確実に順守することを明確に誓約しました。

－この環境方針は、文書化し、全教職員、学生及び学内関連機関に周知するとともに広く一般にも開示します－

環境目的・目標（平成24年10月～平成25年9月）
１. 環境教育
　・持続的発展が可能な社会の実現を担う人材を育成するための環境
　　教育プログラムの策定
　・環境学修プログラムの実践による持続的発展が可能な社会の実現
　　を担いうる人材の育成
　・教職員、学生の恊働による研究の推進
　・エコ・ミュージアムの整備による体験的環境教育の普及・推進
　・自治体、諸機関との連携・恊働、他大学との交流を図る
　・環境関連情報の発信とコミュニケーションを通じた環境共生意識
　　の啓発・普及を図る
２. 学生ＥMＳとの連携／学生環境推進委員会への支援等
３. 電力使用量の削減／基準年比（H17-19年平均）の10％削減（8,243,382kWhに制御）
４. ガス使用量の削減／基準年比（H17-19年平均）の10％削減（627,341㎥に制御）
５. 上水使用量の削減／前年実績の１％削減（36,850㎥に抑制）
６. 紙使用量の削減／前年実績の１％削減（4,291,947枚に抑制）
７. 廃棄物の削減・適正管理／前年実績の1％減量化（165,558kgに抑制）
８. 緑地整備・保全／長期計画に基づく整備・保全
９. グリーン調達の積極的な推進／事務用品のグリーン調達等
10. 安全・環境安全な化学物質の使用・保有・排出管理へ向けての改良
11. 教育・研究施設等の効率的・効果的活用及び管理・運営

 　ISO-12年度における環境マネジメント活動は、教職員・学内
関連会社・学生の協力を得て、目標をほぼ達成した。（表参照）
特にエネルギーの削減は、東日本大震災以降継続した節電へ
の取り組みや施設・設備の改善で効果が大きい。　　　　　　 〈評価〉○…達成、×…未達成

■ISO-12年度　環境目標の達成状況／2011年10月～2012年9月

環　　　境　　　方　　　針 環　　境　　目　　的
環 　 　 境 　 　 目 　 　 標

平成21（ISO-10）年度（H21.10～22.9） 平成22（ISO-11）年度（H22.10～23.9）
No

1

本学が標榜する「ものづくり
技術」と「環境マインド」を兼
ね備えた学生を育成し、さら
に環境共生技術に関する研
究の進展を図ること

「日本工業大学綱領・教
育目標」に基づく「実工
学」教育の推進

（1）学科部門と環境推進活動との連携

（2）事務組織と環境推進活動との連携

（3）学生環境推進委員会との連携・活動支援

（1）学科部門と環境推進活動との連携

（2）事務組織と環境推進活動との連携

（3）学生環境推進委員会との連携・活動支援 

2

3

4

5

評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

×

×

評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

○

○

○

評価

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

×

×

○

○

「環境が学べる大学」と
して学生・地域社会へ
周知する

エコミュージアム化の
推進

「省エネ法」「温暖化法」
および埼玉県「環境負
荷低減計画」に基づく省
資源省エネ化の推進

「グリーン購入法」に基づく
環境対応商品購入の推進
「日本工業大学グリーン調
達ガイドライン」の周知

本学の教育・研究活動成果を
公開講座、シンポジウムなど
を通じて広く地域社会にも開
放し、環境共生意識の啓発・
普及を図ること

本学の環境負荷低減についての研
究成果を、可能な限り自らの環境管
理活動において実践し、環境マネジ
メントシステムへの反映を図ること

省資源・省エネルギー施策の
展開、廃棄物の削減・適正管
理、化学物質の適正管理、キ
ャンパス緑化の維持向上など
に積極的に取り組み、「クリー
ン・グリーン&エコキャンパ
ス」の一層の推進を図ること

本学が購入する物品につい
て、グリーン調達の推進を図
ること

（1）エコミュージアムの周知推進

（2）環境関連分野の地域団体等との連携

（3）ホームページの充実

（4）見学依頼・情報開示への対応

（1）環境分野研究奨励助成金制度による環
　　境分野研究の奨励

（2）環境施設・研究成果等のエコミュージア
　　ム化の拡充および推進

（1）電力・ガス・上水使用量について前年実
　　績の1%削減

（5）施設使用状況の安全適正な管理・運営

（2）廃棄物の排出制御・適正管理（前年実績1%削減）

（3）化学物質の安全・環境安全な使用・保有管理

（4）緑地整備・保全

（2）物品購入に際し、環境対応商品購入の推進

（1）コピー用紙購入の環境対応商品購入の推進

（1）エコミュージアムの周知推進継続

（2）環境関連分野の地域団体等との連携

（3）ホームページの充実

（4）見学依頼・情報開示への対応

（5）シンポジウムの開催

（1）環境分野研究奨励助成金制度による環境
　　分野研究の奨励

（2）環境施設・研究成果等のエコミュージアム
　　化の拡充および推進

（1）電力・ガス使用量について前年実績の2%削
　　減.上水使用量について前年実績の1%削減

（5）施設使用状況の安全適正な管理・運営

（2）廃棄物の排出制御・適正管理（前年実績1%削減）

（3）化学物質の安全・環境安全な使用・保有管理

（4）緑地整備・保全

（2）物品購入に際し、環境対応商品購入の推進
　　たのめーる調達（WEBシステム）については未達成

（1）コピー用紙購入の環境対応商品購入の推進

平成23（ISO-12）年度（H23.10～24.9）

（1）学科部門と環境推進活動との連携

（2）事務組織と環境推進活動との連携

（3）学生環境推進委員会との連携・活動支援 

（4）2学科増に伴うEMS組織の見直しと検討 

（1）エコミュージアムの周知推進継続

（2）環境関連分野の地域団体等との連携

（3）ホームページの充実

（4）見学依頼・情報開示への対応

（5）シンポジウムの開催

（1）環境分野研究奨励助成金制度による環境
　　分野研究の奨励

（2）環境施設・研究成果等のエコミュージアム
　　化の拡充および推進

（1）電力・ガス使用量について前年実績の8%削減.上水
　　使用量について前年実績の1%削減

（5）施設使用状況の安全適正な管理・運営

（2）廃棄物の排出制御・適正管理（前年実績1%削減）

（3）化学物質の安全・環境安全な使用・保有管理

（4）緑地整備・保全

（1）コピー用紙購入の環境対応商品購入の推進

　未達成となった紙使用量削減は、前年実績を下回ったが目
標をクリアーできなかった。また、グリーン調達の推進も、エコ
商品がないアイテムを加えての算出のため目標は未達成（エコ
商品があるアイテム集計では達成）であった。

（2）物品購入に際し、環境対応商品購入の推進
　　たのめーる調達（WEBシステム）については未達成

■日本工業大学　環境マネジメントシステム組織

学生組織

EMS組織

学 生 自 治 会
（学生環境推進委員会 他）

環 境 教 育 検 討 部 会

化学物質管理検討部会

学生環境推進連携部会

エネルギー使用管理部会

総
務
系

教
務
系

財
務
系

学
生
支
援
系

共
通
教
育
系
部
門

機
械
も
の
づ
く
り

工
学
系
部
門

情
報
工
学
系
部
門

事
務
系
部
門

電
気
電
子
工
学
系

部
門

建
築
デ
ザ
イ
ン
系

部
門

創
造
シ
ス
テ
ム

工
学
系
部
門

代表経営責任者
経営責任者

環境推進事務局

代表環境管理責任者
環境管理責任者

環境推進委員会

内部環境監査委員会

関
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会
社



　本学の施設は、教育・研究活動を支え、また、本学における理念や目標を具現化するた
めの基盤として極めて重要なものです。また、教育・研究活動と施設は有機的連携を持っ
て、はじめて大学として持つ本来の機能が発揮できます。そして、活発な教育・研究を展
開するためには、施設の整備はもとより、既存施設を最大限に有効活用し、効率的に管
理・運営を行い、その機能向上を図ることが求められます。
　上記趣旨にもとづき、本学では教育・研究活動の更なる発展に資するため、教育・研究
施設等の効率的・効果的な利用に向けた取り組みを進めてまいります。当取り組みは、本
学の環境マネジメントシステム（PDCA）を活用し、継続的改善による教育・研究環境の向
上を図るとともに、安全性の向上にも十分配慮し、全学的に展開していくことが望ましい
と考えています。
　平成18年7月20日からスタートした第一次実地調査は平成20年7月25日・第二次実地
調査は平成22年11月30日をもって完了となりました。引き続き平成23年7月15日より三
巡目となる第三次実地調査をスタートさせました。指摘および危険伴う箇所は確実に改
善が図られ、大きな成果を挙げていると実感しています。

1、一斉放送
　宮代キャンパス各建物の独自放送設備を接続し、緊急時
に全館一斉放送を可能にしました。これにより、緊急事態発
生時における状況報告や、学生・教職員の避難誘導が円滑に
行えるよう改善しました。今後は屋外にもスピーカーを増設
し、キャンパス全体放送を構築していきます。　
平成24年8月（第1期完了）

2、消火栓用非常用発電機設置
　地震や火災の影響で電源供給が途
絶えた時の火災発生を想定し、消火栓
ポンプ用電源をディーゼル発電機によ
りバックアップを可能にしました。　
平成24年8月（2か所完工）

3、マンホールトイレ設置
　震災時のトイレ対策として、「マンホールトイレ」12台を導入した。これは既存下水道管上
にマンホールを設置し、有事の際に直上に簡易テントトイレを設ける仕組みです。下水に直
結しているため、汲み取り
不要になっています。
　平成24年度文部科学
省の防災機能等強化緊急
特別推進事業の補助金
により実施。　平成24年9月

4、防災備蓄倉庫新設
　地域の避難所指定の本学では災害に備え、食糧や防災資
機材の備蓄を進めています。現在はグラウンドに倉庫を設置
し、1,000人分の食糧や毛布、救急工具などを備えています。
段階的に3倍に増やす計画です。　平成25年1月（第1期終了）

学内における防災への取組み
～緊急時に全館一斉放送・消火栓用非常用発電機設置・震災時のトイレ対策・備蓄倉庫新設等～

非常発電機（消火栓用)

PDCAの適用による施設の有効活用等に向けた取り組み
～教育・研究環境の向上に資するために～

実
施
の
様
子

改善後改善前

　東京ビッグサイト
で行われた｢エコプ
ロダクツ展2012｣、
3日間の来場者数は
178,501人で、本学
は今回が3回目の出
展となりました。第
2回目までは大学と
学生の協働による参
加でしたが、今回か
ら学生による企画・
運営に変え、メイン

テーマを｢学生環境推進委員会活動紹介｣とし、学生が自ら作成した｢
学生環境報告書｣の冊子をもとに来場者へ活動の概要などの説明を
行いました。また、展示ブースに隣接している他大学や教育関係ブー
スとの交流も盛んに行われ、特に、｢第4回エコ大学ランキング総合
１位｣を受賞した本学に対する関心度の高さがうかがえました。

エコプロダクツ2012 平成24年12月13日（木）～15日（土）

～環境教育・研究の推進から最近の取り組みを紹介します～

社会・地域との連携・協働

エコプロダクツ展2012　来場者数（178,501人）

学内環境関連施設の視察

《主な視察者（企業・団体）と人数》

学内環境関連施設の視察（ISO-12年度19件）

《第三次実地調査》
●平成23年 7月15日　機械工学系 　　　97件　 8件
●平成23年11月30日　創造システム工学系　　94件　17件
●平成24年 4月27日　電気電子工学系 　　117件　21件
●平成24年 8月 1日　建築学系　　　　　　　97件　20件
　※指摘に関する是正は、平成24年10月2日までに完了。

●平成23年
10月 1日（土）スクールアメニティ研修会　大阪ガス株式会社　環境施設…………………………………31人
10月21日（金）東京商工会議所環境委員会　太陽光 ………………………………………………………… 3人
11月 2日（水）環境省見学　環境施設 …………………………………………………………………………5人
12月16日（金）H23年ベトナム国公害防止政策立案能力向上研修 独立行政法人国際協力機構（JICA）…20人
●平成24年
1月17日（火）EU（デンマーク）施設見学（グリスECO等）　独立行政法人国際協力機構（JICA）…………6人
2月15日（水）株式会社ケイヒン　施設見学（グリスECO等）…………………………………………………2人
2月27日（月）千葉大学　学生　太陽光、グリスECO、グリストラップ……………………………………2人
2月28日（火）いきいき倶楽部　太陽光、佐藤茂夫研究室、博物館 ……24人
3月 1日（木）東北大学　学生　太陽光、グリスECO、グリストラップ…3人
4月26日（木）北里大学 太陽光、BEMS、節電対策について……………3人
6月25日（月）台湾学生　太陽光見学、キャンパス ……………………52人
6月28日（木）総務部総務課　施設見学　LCセンター、S55…………18人
7月 1日（日）芝浦工大　建築研究会……………………………………62人
9月25日（火）日本技術士会・栃木県支部　
　　　　　　　①太陽光発電装置施設②食堂調理場の油水分離装置…20人
9月27日（木）新潟工科大学　学内見学（環境施設）……………………5人

(洋式) (和式)

小型マンホール
（トイレ）

小型マンホール
（トイレ）

（耐震性
　　　貯水槽）

公共下水へ



※環境方針に基づいて、年度毎に環境目的・目標、実施計画を策定し、その目標を達成するため、継続的な
活動をしています。主な活動結果は、「ISO‐12年度環境目標達成状況」の通りです。

第4次環境中期計画の推進
　第1次から3次環境中期計画の成果とマインドを維持継続するとともに、第
4次環境中期計画では大きく次の4点に重点をおいた環境管理活動を推進し
てきた。
　第１に「環境教育のさらなる充実」。大学の環境への貢献として環境教育が、
最大の使命、責務である。現在までさまざまな面で大きな成果を収めてきた
が、さらに発展させ、外部組織等との交流を深め、協働していく。また、キャン
パス自体のエコ・ミュージアム化による体験的環境教育を拡大推進。
第2に「学生の環境改善活動との積極的連携」であり、環境改善活動の裾野を
さらに広げていくとともに、学生の自主的な活動による環境マインド向上を、
これまで以上に積極的に支援。
　第3に「化学物質を含めた環境・安全の推進」。化学物質の物質収支、取扱い
等、適正管理の向上を図っていき、施設設備等の有効活用を含めた環境安全
施策への取組みをさらに推進。
　本学は社会における環境改善活動の舵取り役として、また、環境教育の拠
点としての役割を使命として課し、果たすべく本学の叡知を結集し、一丸とな
って邁進していく。
　第4に「省エネ推進の積極的取組」である、省エネ法改正を始め、国の方針と

してCO²排出量1990年比25％削減に向けた取組みを積極的に実施。
　具体的には、埼玉県地球温暖化対策推進条例のもと、平成23年からの4年
間、基準値（平成17年～平成19年の平均値）から毎年8％を削減するために
「平成23年エコキャンパス推進事業」の助成金により、11号館（工業技術博物
館）屋根へ太陽光発電設備（60kW）増強、またキャンパス全域のEHP空調機
の高効率化、さらにW10棟全域の照明高効率化を実施した。
　この成果として、東日本大震災後の節電緊急対策の影響もCO²削減の大き
な要因となったものの埼玉県地球温暖化対策条例の基準年（H17年～ H19年
平均）と比較し、28％削減と大きな効果を上げた。この積極的な活動により上
水使用量においても、35％削減が達成でき、その効果として光熱水費のコスト
ダウンが図られ、建物全域に網戸を設置し教育環境の整備向上に還元されて
いる。その結果として、H24年10月「第4回エコ大学ランキング全国総合第1
位」を受賞するなど、外部から高い評価を得た。
　第5次中期計画では、これまでの長期に渡る環境活動の中心となっている
環境教育の継承と進化に注力し、ISO14001システムのPDCAをさらに活用
して、業務改善を含めた新たな取り組みを計画していく。また、省エネ・創エ
ネ・省コストにつながる環境活動を推進していく。

●平成23年度秋期・平成24年度春期開講の実績
　教養科目数…………………………………15
　専門科目数…………………………………27

　合　　　計…………………………………42

●化学物質講習会
　2012年 5月13日　高圧ガス取扱い講習会
　2012年11月29日　化学物質取扱い講習会
　ISO-12年度より、講習会修了者には学長名の
　入った「修了証」を発行。
　
●化学物質管理システム導入
　H25年4月から化学物質管理システムの導入に向けて、準備を進めている。
　システム導入の目的は、学内における化学物質等の入出庫管理・在庫（数量）管
　理・所在の把握等を目的としている。
　

省エネ活動により大幅な電力削減ができたが、原発停止以降、電力料金の値上げが著しい。

環境教育と教育・研究環境を充実するための推進
～持続的発展が可能な社会の実現を担いうる人材を育成～

■教育カリキュラムの現在数

電力消費量（千kwh） 電力料金（千円）
供給会社：東京電力（株）電力消費量と料金の推移
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消費量　： H22 H23 H24H22 H23 H24料　金　：

2012年11月29日　化学物質取扱い講習会

●エネルギー推移



〒３４５-８５０１ 埼玉県南埼玉郡宮代町学園台４-１
TEL.0480-34-4111（代） FAX.0480-34-2941
http://www.nit.ac.jp

日本工業大学へのアクセス　
■最寄り駅：東武スカイツリーライン、東京メトロ日比谷線・半蔵門線「東武動物公園」駅下車、徒歩14分。
　　　　　　北千住・東武動物公園駅間は区間快速で26分。
スクールバス／JR宇都宮線「新白岡駅」東口（12分）、東武スカイツリーライン「東武動物公園駅」西口(5分）

環境に関するご意見や話題、本誌に対するご意見など、
お気軽にお寄せください。
E-mail：iso14001@nit.ac.jp
TEL.0480-33-7486
FAX.0480-34-2941

日本工業大学　環境推進事務局
NIT OPEN DOOR

学 生 の 環 境 目 的・目 標
　（平成24年10月～平成25年9月）

1. 環境改善に対する関心と意欲の向上／技術分野における
　 環境への知識向上
2. モラルとマナーの向上
3. 自ら管理すべき灯油使用量の数値化／管理体制の改善
4. 自ら管理すべき電力使用量の数値化／管理体制の改善
5. 自ら管理すべき水道使用量の数値化／管理体制の改善
6. 自ら管理すべき紙使用量の数値化／管理体制の改善
7. 自ら管理すべきゴミの分別と回収量の測定
8. 地域住民との環境情報の交換と協力の推進
9. 自らの環境保全活動の地域への情報発信

私たちは、21世紀を担う若者として、地球環境に対する有益な取り組みが主体
的に行えるように心掛けます。
私たちは、積極的に学び、研究し、環境に優しいエンジニアを目指します。
私たちは、学生生活全般を通してマナーやモラルの向上をはかり、自らの学ぶ
環境を大切にします。
私たちは、エネルギーや資源を有効に使い、大学が掲げる「クリーン・グリーン＆
エコキャンパス」の達成を積極的に推進します。
私たちは、自らの環境保全活動が、地域住民と調和し、理解され、互いに協力し
あえるものとなるよう努力します。
私たちは、この学生環境方針を達成するために、一致協力して環境保全活動を
推進します。

平成13年10月10日

1.

2.
3.

4.

5.

6.

日本工業大学学生自治会　中央執行委員会委員長

学生環境推進委員会　活動記録
13年目を迎えた学生環境推進活動！

学生環境方針

“目指せ3つのE改革”
Ecology & Energy & Engineer

　日本工業大学学生自治会は、大学とのコミュニケーションや連携を緊密に
保ちながら、学生自身の環境マネジメントシステムを構築し、実践し、継続的
改善をはかります。

－この学生環境方針は文書化し、全学生、全教職員及び学内関連機関に周知するとともに広く一般にも開示します－

通学路ボランティア清掃 平成24年11月24日（土）

若杉祭（大学祭）参加 平成24年11月2日（金）～4日（日）

EMS推進協議会

　学生環境推進委員会の委員長を務めさせていただきました籾山亮です。今年度は「第
4回エコ大学ランキング総合1位」を大学が受賞することができ、大変嬉しく思います。ま
た、委員会ではここ数年でとても人数が増え、活動を活発化させることができました。こ
れも大学側や宮代町の方々のお力添えがあったからだと思います。主な活動として、宮
代町と協働で行っている「宮代町内ボランティア清掃」、委員会主催の「節福祭」、大学内
では定期清掃を実施。また、環境整備への関心を持ってもらうため月2回のタバコ清掃
を行うなど学生自治会を巻込んで活動しています。来年度は埼玉県の「みどりの埼玉づ

くり県民提案事業
（みどりの活動きっ
かけ支援事業）」に
学生環境推進委員
会として参画いた
します。これらの活
動が卒業した後も
自分たちの財産に
なっていくことと思
います。今後とも、
学生環境推進委員
会をよろしくお願い
いたします。

　平成２５年１月１８日（金）、情報工学科実験研究棟５階会議室でＥＭＳ推進協議会が開催
された。
　大学からは柳澤副理事長や波多野学長をはじめとする環境活動推進の中心となっている
教職員２０名、学生側は学生環境推進委員会の委員ら３７名が出席した。
　波多野学長の大学代表挨拶に始まったこの協議会は、大学と学生双方の環境推進担当者
のコミュニケーションを図るために毎年実施されており、今回で９回目となる。
　協議会では、第４回エコ大学ランキング総合１位となったことなど、大学、学生双方からそれ
ぞれ、年間のＥＭＳ活動について、その取り組み状況が報告された。その後は、定期清掃など
の課題や、今後の環境保全活動への取り組み、また一般の方々が共に参加できる活動などに
ついて積極的に意見交換が行われた。
　大学、学生双方の今後のさらなる活動に期待したい。

　　今年度は学生自治会から28名が参加した。
講師（JACO　株式会社　日本環境認証機構　技術講師）

　私たち学生環境推進委員会は現在、13年目をむかえており過
去最高の60人で活動を行っています。昨年度は「第4回エコ大
学ランキング総合1位」を受賞し、各種メディアにも取り上げられ
ました。これは大学全体の取り組みと、当委員会の活動の成果だ
と思います。当委員会では、それに見合うよう、学生・大学職員の
環境意識向上や宮代町との環境面での貢献を行えるよう新規
企画や既存企画の質の向上に努めていきます。今後も、学生環
境推進委員会活動に注目して下さい。

学生環境推進委員会前委員長　創造システム工学科　籾山　亮

　宮代町内の美化と地域の活性化、お
よび近隣住民と学生たちのコミュニケ
ーションを目的として始められた学生
環境推進委員会が主催する通学路ボ
ランティア清掃も今年で４回目になる。
１１月２４日（土）１０時より集合場所の
宮代町スキップ広場から、４班４コース
に分かれて、清掃を開始した。　
　回を追うごとに参加者が増えてい
る当清掃であるが、本年は、学生自治会や留学生、障害者支援ＮＰＯ「ふれ
んだむ」、中高生で組織され、様々な環境活動において活躍中のＭＩＹＡＳＨＩ
ＲＯエコ☆スターズのメンバーら計１０５名が参加した。

　今年のテーマ、「若過ぎ魂（ｓｏｕｌ）」は、来場者や参
加者が、若人である学生の魂を五感で感じて共に楽
しんでいただきたいという意味が込められていた。
学生環境推進委員会も例年通り、1-301教室で自転
車を使った発電装置の実演と活動報告を行った。委
員会が一年間取り組んできた活動（エコキャップ、タ
バコアンケートの結果等）をパネルで報告した。

学生環境推進委員会 現委員長　
ものづくり環境学科　久保塚　香織

内部環境監査養成コース 平成24年9月6日（木）・7日（金）

平成25年1月18日（金）

2013年3月
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